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家
畜
防
疫
対
策
に
お
い
て
、
病
原
体
を

「
持
ち
込
ま
な
い
」、「
拡
げ
な
い
」、「
持
ち

出
さ
な
い
」
こ
と
が
重
要
で
す
。
踏
込
消
毒

槽
は
人
の
移
動
に
よ
る
病
原
体
の
拡
散
を

制
御
す
る
う
え
で
有
効
で
す
。
し
か
し
、
誤

っ
た
使
用
方
法
で
は
消
毒
効
果
が
著
し
く

低
下
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

ア
ン
テ
ッ
ク
ビ
ル
コ
ン
Ⓡ

S
（
以
下
、
ビ

ル
コ
ン
S
）
は
対
象
病
原
体
が
幅
広
く
、

踏
込
消
毒
で
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

（
図
１
、
表
１
）。
今
回
は
ビ
ル
コ
ン
S
を

効
果
的
に
使
用
す
る
た
め
の
注
意
点
を
紹

介
し
ま
す
。 

         

    

                

１ 

石
灰
の
混
入
に
注
意 

 

ビ
ル
コ
ン
S
は
塩
素
の
酸
化
力
に
よ
っ

て
、
細
菌
を
死
滅
さ
せ
ま
す
。
よ
っ
て
、
ア

ル
カ
リ
性
の
石
灰
が
消
毒
槽
に
混
入
す
る

と
、
酸
化
力
が
低
下
し
、
殺
菌
効
果
が
十
分

発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 

防
疫
対
策
に
ビ
ル
コ
ン
S
と
石
灰
資
材

を
併
用
す
る
際
は
、
石
灰
を
踏
ん
だ
後
に

踏
込
消
毒
槽
を
通
ら
な
い
よ
う
、
作
業
動

線
を
確
認
し
て
か
ら
設
置
し
ま
し
ょ
う
。 

 

２ 

長
靴
裏
に
残
っ
た
フ
ン
に
注
意 

 

使
用
上
の
注
意
に
「
長
靴
を
よ
く
洗
浄

し
、
有
機
物
（
フ
ン
等
）
を
落
と
し
て
か
ら

踏
込
消
毒
槽
内
に
入
る
こ
と
。」
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
フ
ン
等
を
洗
い
流

す
際
、
長
靴
裏
の
溝
の
汚
れ
を
見
落
と
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

細
菌
の
大
き
さ
は
約
０
．
０
０
１
㍉
で
、

長
靴
の
溝
は
５
㍉
程
度
で
す
。
長
靴
の
溝

に
残
っ
た
わ
ず
か
な
フ
ン
は
細
菌
の
５
０

０
０
倍
近
く
分
厚
い
バ
リ
ア
に
な
り
ま
す
。

こ
の
バ
リ
ア
に
よ
っ
て
細
菌
が
生
き
残
る

可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
（
図
２
）。

ま
た
、
薬
液
へ
の
有
機
物
の
混
入
も
殺
菌

力
の
低
下
を
招
き
ま
す
。 

               
３ 
適
切
な
濃
度
で
使
用 

 

ビ
ル
コ
ン
S
の
踏
込
消
毒
槽
に
お
け
る

適
切
な
希
釈
倍
率
は
１
０
０
倍
で
す
（
水

１
０
㍑
に
対
し
て
剤
１
０
０
㌘
）。
塩
素
は

濃
度
と
殺
菌
力
が
比
例
す
る
た
め
、
適
正

な
希
釈
倍
率
よ
り
薄
い
と
殺
菌
力
が
弱
く

な
り
ま
す
。 

 

希
釈
倍
率
１
０
０
倍
と
２
０
０
倍
で
は

消
毒
液
の
見
た
目
の
違
い
は
わ
ず
か
で
す

（
図
３
）。
目
分
量
で
希
釈
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
殺
菌
効
果
が
半
減
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
付
属
品
の
計
量
カ
ッ
プ

を
使
用
し
、
適
切
に
希
釈
し
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
雨
や
使
用
状
況
に
よ
り
薬
液
は

日
々
薄
ま
っ
て
い
ま
す
。
汚
れ
具
合
を
確

認
し
適
宜
交
換
す
る
と
と
も
に
、
週
１
回

を
目
処
に
定
期
的
に
交
換
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。 

            

４ 

さ
い
ご
に 

 

防
疫
対
策
は
病
原
体
を
防
除
す
る
以
外

に
、
牛
の
体
力
・
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
も

重
要
で
す
。 

 

牛
の
安
楽
性
や
ル
ー
メ
ン
環
境
に
配
慮

し
た
管
理
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。 

農
場
の
防
疫
対
策 

踏
込
消
毒
槽
に
お
け
る
薬
液(

ア
ン
テ
ッ

ク
ビ
ル
コ
ン
Ⓡ

S)

の
効
力
と
対
策 

【踏込消毒槽 

使用方法及び用量】 

 

100倍希釈液を使

用し、薬液の更新は

１週毎又はひどく汚

れた時とする。 

図１ アンテックビルコンⓇS 

引用：製品説明書 

ロタ 結核病

RS ヨーネ病

IBR 気腫疽菌

BVD-MD サルモネラ菌

白血病 大腸菌

ブドウ球菌

ウイルス
細菌

表１ アンテックビルコンⓇSの対象病原体一覧 

参考：十勝ほ育育成牛受託協議会 

    「酪農現場における消毒のポイント」 

 

 

 

 

図２ 細菌とフンの比較イメージ 

２００倍希釈 

（薄い） 

１００倍希釈 

（適正） 

図３ 希釈倍率と見た目の比較 


